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鹿児島県商工労働水産部 産業立地課

鹿児島県知的財産推進戦略の
取組状況等について



鹿児島県知的財産推進戦略

１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

① 鹿児島県の知的財産の現状

② これまでの主な取組

２ 鹿児島県知的財産推進戦略（2022年改訂版）の策定

本日の流れ
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鹿児島県知的財産推進戦略

■平成19年３月 「鹿児島県知的財産推進戦略」（初版）を策定

「知的財産基本法」の制定（H14）等の国の動きを受け，産業競争力強化や地域経
済の活性化を図る観点から，知的財産の創造・保護・活用に関する戦略を策定

県ビジョン等上位計画における位置づけ

■「かごしま未来創造ビジョン」（平成30年3月策定 ※令和4年３月改訂予定）
（産業政策関連の取組のひとつとして以下の記載）

「知的財産を大切にする意識の醸成や知的財産の創造・保護・活用による産業の
振興を図る。」

■「かごしま製造業振興方針」（令和３年3月策定）※ビジョンの個別計画
（「付加価値の創出・向上」のための施策として以下の記載）
「知財総合支援窓口による知的財産権の取得・活用に関する相談・支援」

＜これまでの策定・改訂の背景＞

■平成24年３月 「改訂 鹿児島県知的財産推進戦略」を策定

■平成29年３月 「鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）」

※計画期間：平成29年度～令和３年度（今年度が最終年度）

◆初版策定後，5年ごとに改訂版策定
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基本方針 取組方針

知的財産を大切に
する意識の醸成

知的財産の創
造，保護，活
用のサイクル
の確立による
産業競争力の
強化

創造

保護

活用

知的財産に関する普及啓発の推進

中小企業等における研究開発の促進

知財総合支援窓口での相談等

産学官連携による共同研究等の推進

職務発明制度の整備・充実

中小企業等における知的財産活用の促進

地域ブランド化の推進

知的財産の権利化の支援

知財総合支援窓口での出願支援等

知的財産の侵害対策の推進

海外における知的財産の保護に関する情報提供等

紛争対策

海外への販路拡大

知財総合支援窓口での経営支援等

人材の育成

１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）
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１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

■ 鹿児島県の知的財産の現状①

四方 鹿児島県 全国 出願順位

特許 出願 147 227,348 全国40位

登録 130 140,322 九州５位

実用新案 出願 18 4,377 全国36位

登録 13 3,921 九州４位

意匠 出願 31 22,412 全国42位

登録 29 18,782 九州７位

商標 出願 557 135,375 全国32位

登録 384 103,117 九州４位

国際出願
（特許と商標の合計）

22 51,652 全国41位
九州８位

表１ 特許等の出願及び登録の状況（令和2年度）

・本県における出願状況は，特許は近年，逓減傾向，商標は横ばい，実用新案は，減少傾
向にあったが，令和2年度に上昇に転じた。

・意匠権は上昇傾向。
・全国，九州内における状況は，いずれも低い水準にある。
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図１ 特許・商標の出願件数推移（令和2年度）

図２ 実用新案・意匠・国際出願の出願状況（令和2年度）

出典：特許行政年次報告書2017年版～2021年版



１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

・特許及び意匠の登録状況については，近年増加傾向にあり，それに伴い九州内及び全
国における順位も少しづつ伸びている。

⇒ 知的財産の重要性を認識し，権利化まで至る企業は着実に増えていると推測さ
れる。
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図３ 鹿児島県の特許登録件数の推移
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図４ 鹿児島県の意匠登録件数の推移

表２ 特許の登録の状況（令和2年度）

H30年度 R元年度 R2年度

県名

1 福岡県 12 福岡県 12 福岡県 10

2 佐賀県 32 熊本県 33 鹿児島県 34

３ 熊本県 34 鹿児島県 36 熊本県 35

４ 鹿児島県 38 佐賀県 38 佐賀県 39

５ 宮崎県 39 宮崎県 39 大分県 40

６ 大分県 42 大分県 42 宮崎県 43

７ 沖縄県 46 長崎県 43 長崎県 45

８ 長崎県 47 沖縄県 43 沖縄県 47

■ 鹿児島県の知的財産の現状②

出典：特許行政年次報告書2017年版～2021年版
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特許
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図６ R2年度四法別出願件数の比較（全国）

１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）
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図５ R2年度 四法別出願件数の比較（鹿児島県）

・四法別出願件数の比率を見ると，全国平均に比べて商標の割合が非常に高い。
・酒造会社等の食品関連産業からの商標出願が活発。
・本県の製造品出荷額の構成比において，食品関連産業の割合は過半数を占める。

図７ 産業中分類別製造品出荷額の構成比

食料品製造業 飲料・たばこ・飼料製造業

■ 鹿児島県の知的財産の現状③

出典：特許行政年次報告書2021年版
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外国出願支援事業

知財総合支援窓口

普及・啓発（一社）鹿児島県発明協会

１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

知的財産事業の実施体制

経済産業省
九州経済産業局

(独)工業所有権情・
研修館（INPIT）

鹿児島県商工労働水産部
産業立地課
（工業技術センター）

（公社）鹿児島県工業倶楽部

（公財）かごしま産業
支援センター

事業委託

出典：「平成28年度地域知財戦略調査研究事業」「地域別知的財産活動に関する調査」報告書」一部加工

・発明くふう展
・少年少女発明クラブ
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１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

表３ 知的財産活用推進員の活動件数 （単位:件）

・知的財産活用推進員の企業等訪問及び電話相談の実績は，毎年200件前後を維持。
・R元年度，２年度は，コロナ禍にあっても電話等による活動を実施。

■ これまでの主な取組

（１）県事業

・産業立地課に配置

・企業訪問や電話による相談対応
・訪問企業に対するメールによる情報発信
・各商工会，学校等の訪問による知的財産制度等の紹介

H28 H29 H30 R元 R２

企業等訪問 228 190 191 167 173

電話相談 6 3 15 22 42

合計 234 193 206 189 215

● 工業技術センター による研究開発・共同研究・受託研究

・共同研究
企業,大学，高専，他の試験研究機関と協力し，それぞれ
の技術やノウハウを融合した製品開発や技術開発を実施

● 知財産活用推進員 による知的財産制度の普及・啓発

・受託研究
国等の競争的資金を獲得した事業に関する研究や，企業や
各種団体からの要請に応じた研究を受託して実施

工業技術センター
県内中小企業等の技術開発・技術力向上を支援する「技術的拠り所」として，企業
や市場のニーズを踏まえた実用化・産業化に直結する研究を実施

令和２年度実績

共同研究
実施件数

２５件

うち提案公募型受託
３件

表4 共同研究・受託研究件数



研究成果の権利化と技術移転
取得した特許を県内産業振興に活用することを目的と
して，研究で得られた知的財産を権利化しています。
県内企業への実施許諾と技術移転をすすめ，研究成果
の実用化，産業化を図っています。

令和2年度中の実施契約

実施許諾 12 発明 13 企業

特許製品売上 56,500 千円

県への実施料 830 千円

▲ 高品質シラスバルーン

シラファイン ▲新規焼酎用酵母を
用いた焼酎

特許権等の保有と実施許諾の状況（令和2年度末時点）

保有数 実施許諾されているもの

許諾企業数

特許権 38
［単独18，共有20］

12
［単独 7，共有 7］

13

出願中 6 
［単独 3，共有 3］

0
［単独 0，共有 0］

0

計 44
［単独21，共有23］

12
［単独 7，共有 7］

13

▲ シラス瓦 ▲シミュレーション用
モデル材料

工業技術センター／特許
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工業技術センター／特許活用事例①

■工業技術センターと県内企業が共同で研究・開発，特許取得した技術で製品化

トピック !

「Makuake」で購入総額600万円！
今年6/6～7/26のプロジェクト期間中，目標金額

30万円に対し600万円の応援購入が成立。

・実施許諾先：真空セラミックス(株)
・商品名：「火山灰プレートＨＡＩ」
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工業技術センター／特許活用事例②

■工業技術センターの特許を県内企業に技術移転して製品化
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１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

■ これまでの主な取組

（２）国との連携事業

・知財総合支援窓口での相談件数は年々増加，令和２年度は2,097件。

・外国出願補助金支援数は，ほぼ横ばいに推移，令和２年度は９件採択。

図５ 知財総合支援窓口における相談件数（単位：件） 表５ 外国出願補助金支援件数 （単位:件）

H28 H29 H30 R元 R２

特許 4 2 4 4 4

実用新案 0 0 0 0 0

意 匠 0 0 0 0 0

商 標 4 3 4 3 5

冒認対策 0 0 0 0 0

合 計 8 5 8 7 9
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出典：INPIT鹿児島県知財総合支援窓口

出典：特許庁普及支援課
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１ 鹿児島県知的財産推進戦略（2017年改訂版）

表６ 数値目標の達成状況 （単位:件，％）

●知財総合支援窓口における相談件数 ⇒  年々増加
●特許，意匠の登録件数 ⇒ 近年増加傾向
●他方，数値目標の達成状況は，意匠権は目標を達成しているが，特許権と商標権はわずかに目標値に及ばず，実用

新案権と国際出願は，大きく目標に届いていない。

知的財産の重要性を認識し，経営に生かす県内企業等が徐々に増えつつあると考えられるが，未
だ一部の企業にとどまっており,引き続き，知的財産を経営に生かすことの重要性や支援施策の普及，
知的財産の創造・保護・活用を図る企業の支援に，各支援機関が連携して取り組む必要がある。

H2９ H30 R元 R２ 合計 H29～R2
(年平均)A

目標値
(年平
均)B

H29～R2
目標達成率
A/B

特許 182 189 173 147 691 173 182 94.9

実用新案 23 16 12 18 69 17 32 53.9

意 匠 24 22 31 31 108 27 24 112.5

商 標 578 538 534 557 2,207 552 560 98.5

国際出願 27 21 38 22 108 27 40 67.5

■ これまでの主な取組

（３）成果・課題
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2 鹿児島県知的財産推進戦略（2022年改訂版）の策定
現在，改訂作業中（令和４年３月策定予定）

●「知的財産」について，初心者にもわかりやすく伝える

・漫画による知的財産制度の紹介
・図による「知的財産権」の紹介
・県内企業の知財活用取組事例

序章

■改訂のポイント

●視覚的に見やすく，わかりやすく伝える

・図表や写真，取組事例を数多く掲載
・大学等の産学官連携の取組を詳しく記載

（新たに追加）

全編

●基本方策の取組方針

・県事業の新たな取組

第４章

＜県工業技術センターの保有特許等の技術移転強化＞
「知的財産活用推進員」による，県内企業ニーズと県工業技術センターの保有
特許や研究成果とのマッチングにより技術移転強化を促進
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2 鹿児島県知的財産推進戦略（2022年改訂版）の策定

■戦略の推進体制

■策定に向けた今後のスケジュール

●鹿児島県知財戦略推進ネットワーク会議
知的財産経営を実践している県内企業，知的財産に関する支援機関等で構成

●鹿児島県知財戦略推進会議

県庁内の推進組織として，知財関係部局等で構成

●令和３年11月9日 ・第2回鹿児島県知財戦略推進ネットワーク会議
戦略素案及び数値目標設定について協議

●令和３年12月 ・パブリックコメント実施
～令和4年１月

●令和４年1月 ・第3回鹿児島県知財戦略推進会議
～２月上旬 ・第3回鹿児島県知財戦略推進ネットワーク会議

戦略最終案の確認

●令和４年３月 ・「鹿児島県知的財産推進戦略（2022年改訂版）」
確定・公表



ご静聴ありがとうございました。


